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研究課題名 

新型コロナと水害の複合災害リスクへの適応～命を守るための避難タイムラインの検討～

研究内容と成果の概要 

平成 30年 7月豪雨（西日本豪雨）や

令和 2 年 7 月豪雨等，近年の水害被災

地である 16 県の浸水想定区域内に立

地する老人介護福祉施設を対象にアン

ケート調査を実施した．アンケートで

の質問の内容を表-1に示す．なお，郵

送配布・郵送回収で行い，306通の回答

（回収率 24%）を得た．

 避難行動全般に関して，以下の知見

が得られた．

・浸水想定域内のある要配慮者施設においても１/3が浸水の

可能性があることを認識していない

・浸水リスクを正しく認識してもらうことが，適切な避難を

促す

・地域との話し合い（運営推進会議等）が避難を促す

また，避難タイムラインの検討は，入居者の健康リスクに

鑑み，垂直避難を予定している施設が多かったことから，垂

直避難を対象に検討した．ここでは垂直避難に必要な時間を

施設規模別に集計した結果について，昼間を図-1，夜間を図

-2に示す．昼間は 3ユニット(27名)まででは 20～30分程度

で避難できると回答しているが，それより大きな施設の場合

は 1時間を超えるところもある．また，令和 2年 7月豪雨の

際に実際に垂直避難した施設（いずれも 18 名以下）での平

均避難時間は 29 分であったことより，妥当な結果が得られ

山口大学研究プロジェクト 

コロナの時間学 ～新型コロナウイルスが人間と社会に対して与える時間的影響～ 

図-1 入居定員別垂直避難時間(昼) 

図-2 入居定員別垂直避難時間(夜) 

0

20

40

60

80

6-9 12-18 19-27 28-50 54-100 101-

信頼区間 平均
(分)

0

50

100

150

6-9 12-18 19-27 28-50 54-100 101-

信頼区間 平均
(分)

表-1 アンケートの質問内容

調査項目 内容

利用実態に関す
る質問

提供サービスと定員
職員数：正職員・パート
職員の通勤手段

保有車両台数

階層別施設利用内容
階層別入居者数

エレベータの有無・台数

水害に対する備
えに関する質問

浸水区域内外の認知と浸水深さ

浸水時の避難方法：垂直・水平および
その理由

避難先階層避難のタイミング：利用者・
資機材

備蓄状況

事前の水害対策：ハザードマップ掲示・
地域との話し合いなど

実際の災害対応
に関する質問

避難有無
避難方法
避難時間

避難のきっかけ

避難しない理由
役立った防災取り組み

水害で困難に感じたこと

新型コロナ感染症
に対する備えに関
する質問

施設での資材数
利用者自粛への難しさ
学校休校時の職員参集

職員や利用者等感染時対応

保健所や自治体のサポート
連絡体制

コロナや水害時サービス提供が困難な
場合の受け入れ先の確保の有無



ていると考えられる．さらに，夜間になると，昼間の 2倍程度の時間を要することが分かる．この理由

は，昼間はスタッフ 1 名に対して入居者 3 名程度で対応しているが，夜間は約 3 倍になっていること

が影響していると考えられる．

 さらに，アンケート実施時においては新型コロナ禍における避難方法を決定している施設は 20％以

下であった．特に新型コロナ禍での他施設への水平避難は感染のリスクが増大するため，今後の水害時

の水平避難のタイムラインについてさらなる検討が必要である．

研究進捗状況・研究成果の公表状況等 

論文、学会等発表、実データの利用状況、研究の有用性を広めるための活動など

【論文】

・神谷大介，赤松良久，赤星拓哉，吉田 護：令和 2年 7月豪雨における老人介護福祉施設の対応と課
題，土木学会論文集，登載決定済み．

【テレビ放送】

・令和 3年 3月 17日 「NHKニュース」（NHK総合），「情報維新！やまぐち」（NHK総合）
内容：高齢者福祉施設における水害対策に関するアンケート調査について


